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【目的】

近年、老化・関節疾患・スポーツ外傷との関連で「関節位

置覚」が注目されている。特に膝関節では前十字靭帯など固

有受容器の豊富な組織の損傷が多く、これによる固有感覚の

低下が再受傷・他部位損傷のリスクを増大させると問題視さ

れている。中でも、ある瞬間における身体部位がどこにどの

ように位置しているのかを感知して中枢にフィードバック

する関節位置覚の低下は著しく、リスクの増大に最も大きく

関与している。同時に、適切なリハビリテーションにより失

われた関節位置覚は回復することも知られている。ゆえに膝

の関節位置覚の評価は医学的介入の際に非常に重要であり、

信頼性のおけるものでなければいけない。その一方で、膝関

節の関節位置感覚の評価は臨床では定性的なものが大多数

を占めており、そのコンセンサスも作成されていない。また、

測定方法も他動的に行うものが多く、運動中の「関節位置の

認識→中枢へフィードバック→運動機能の調節」といった

active な要素が含まれていない。

そこで本研究では能動的再現という active な要素を加え、

健常男性の膝関節位置覚のコンセンサスと思われる範囲を

検討することにした。また、スポーツ動作で頻用される膝関

節伸筋群のエキセントリック収縮による筋疲労が膝関節位

置覚の再現性に与える影響も検証することにした。

【方法】

本研究の対象は早稲田大学に所属する膝に既往歴のない

健常な男子大学生 15 名（計 30 膝）、年齢は 20.1±0.7 歳、

身長は 170.6±5.8cm、体重は 61.3±8.6kg とした。

BIODEX を利用して、受動運動により関節位置を記憶させ

た後、関節位置覚の能動的再現性を測定するとともに、筋力

が約 60%以下になるまでエキセントリック収縮（30°/sec）

を大腿四頭筋に課した後の関節位置覚の誤差を測定した。な

お、実験中は足関節を中間位で固定、視覚と聴覚を遮断、30°

/45°/60°の 3角度で再現を指示した。それぞれの結果につ

いて、相対誤差（再現角から設定角を引いた値）と絶対誤差

（相対誤差の絶対値）を算出し、t 検定（片側・等分散）を

用いて、エキセントリック収縮の影響を判定した（p<0.05**）。

【結果】

＜相対誤差＞右4.9±6.6°、左 5.0±7.2°、Both 5.4±6.4°

となった（3 角度平均）。エキセントリック収縮前と後を比較す

ると、右膝 30°で収縮の有意な影響が確認され（図 1）、両

膝 30°で有意な傾向が確認された。それ以外は角度や側に関

係なく有意差も傾向も確認されなかった。

＜絶対誤差＞右 6.3±3.7°、左 6.9±4.4°、Both 6.6±

4.0°となった（3 角度平均）。エキセントリック収縮前と後

を比較すると右膝および両膝の 3角度平均値で、有意な傾向

は確認されたが有意差には至らなかった。それ以外は、角度

や側に関係なく有意差も傾向も確認されなかった。

また、相対・絶対値どちらを用いても、左右比較では有意

差も傾向も確認されなかった。

図 1: 右膝
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